




Correction Terms in the Calibration ofFrequency Meters in the 
Region of 10 G.C.jsec.-band and 50 Gιjsec.-band 
Hisao YAGI， Toshiaki TATUKAWA， Seiji NISHIZAWA 
(Received 16 oct， 1967) 
In this paper， some correction terms will be considered in calibrating the 
frequency meters for the 10 G.C./sec.-band and the 50 G.C./sec.-band so as to 
have an improved accuracy better than one part in 103 under the wider 















































に対する半IQ-植 卜値β1=β2=占Inん Ipニ1.632X 1O-6ohm.cml~ ~ ~1日L
値幅ム ~~[(~!~2?b.i (~叫~~b. 可 -ò-[に対する計算値 SkirlQmJM4
(M.C';sec)I X 104 I X 104 Ideptho (1O-5cm) 
3.4285 I 0.577 
3.3377 I 0.618 
3.2162 I 0.687 


































図1-B 50 G. Cjsec.-band周波数計の説明閃
閉じた理怨的空!JI司共振器では， 。ー関数的な形を~する
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の関係になる O










































































に， Q叫 =Qtd(1 +β1+β2)の関係を導入すれば，




1:円t nz: 1 
L長f偽笠智抑1b






A~- O.tf J8 M.C./s喧C.
7調20.0 ・c
qQi.n" 20 mV /1ιm 
30.920 30.820 









30.720 30.620 30S20 
マイ?ロヘ1，/...自嘩ソ ( I'nm.) 
図5-A 8.9796GιIsec.規準信号に対する扱収スベクトル
温度 20.0oC.湿度 58%.共振姿態 TEo14共振
!o・'0.0636 a.C./SEC. 
γ.20.00C 































された計算値Q胴 (o/Ao) = 0.623に，図3に示された


















































ることになるD 式 (2-2)を式 (2-1)に代入し
て.Xim+Xex.= 0の条件を充す角周波数 ωroニω。十
九を求めると，
， βXex ωfo=ω。+ωo2Qun • ZO;~2 ( 2 -3 ) 
となる。角周波数w'oに対するZは，式 (2--3)を求
める過程から明らかなように，実数部のみであり，
Zos f • ， I Xex. ¥21 Zma.x=2Zo+寸'~; tns4 + \.τ~) ) 
(2-4) 
となる口出力負荷に吸収される電力Ptは




























































































































おく 。 61l1l波帯の導波管に対する (Xcx.lZo)・n32::: 
0.75と TEo14共振波の空胴共振器に関する 8竺 2.9X
1O-5cmとからQun: 11 .793 X 103となり整合状態におけ
るβご 1/2の値を用いる と， 式 (2-3)から(ω 一ω。〉
/2だ:1.55Mι/sec.程度になる。 dω 竺 9.7M.C';sec.に
対し，Qld:::5030であるから，式 (2-6)によると






























Ao = 一一一一三一一一一一一τ (8-1 ) 




















? (3 -3 A) 
となるo
さらに，可動反射板を支える送り紬の材料の熱膨張
率 的 が空胴共振器壁を造る材料の熱線膨張率引 と異
なる場合，温度変化に応じて反射板の位置を実効的に











( .dfo)totalニ(.dfo)'+(.dfo)'1 (3-4) 
となり，αl'α2が10-6程度の材料 (例えば，イ ンパー
ルで・ α=0.8 X 10-りでは， 共振周波数 foに対し，








































.dfo 一一干一一 1 .4e 
1 十一--=..:!..-=一一-~-.-， :: 1 一一一一・一一一
f '" 1 +.4eje 2 e 
という関係から，
.dfo _ __1_. ~三
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=土(r1Z-1 )/2rl. XL/Zo=士(r22-1 )/2r2に対応す
る時であり， ωTに含まれる共振周波引き込みの最大
値(.dωT)Pは，
Iβ1Cr12 -1 )β2CrZ2-1)1 C.dωT)P=士ωoつ百一i.-.'-.. -/+.~'-~..._ -"t 





値を概算すると， β1:::β2:::告に対し. V. S.W. R. 













































































00000 0 0 0 0 恒温・恒温ボックス
(一一一一ー-一一一一一一-一-
凶 5印OG.C./sec-band I 
! I周漉数計い

























































である。ここで，LTo=L~~ +LX~o で， L23は温
度 t=20oCにおけるマイクロメーター・ヘッドの目
盛りの読み lm(mm.)に対する空胴共振器の軸方向の
長さ (mm.) であり LX~oは t =20oCにおけるマ














































曲線 STAND. はマイクロメーター・ヘッド目盛り L~m(脚.)対基準共振周波数 fo (G.C./sec)， 
曲線 CORREC. はマイクロメーター・ヘッド目盛り L~m(ml/l.)対200 Cからの温度変移10 Cに対
する補正量， .4 fo (K.C'/sec.)の関係を示している曲線である。
るo
40対の実測共振点のーつおきの組に対し，すなわち






+ {4(L~~)zj・ (L~~) 2(j+l) +CL~~Y!zj







る口次にLTO(L~~ ， LX~o) と RTO との値に， 3.1節で述
ベた温度補正を施L，
1) 温度 O.Ooc， 湿度 60%
2) 温度;10.0oC， 湿度 60%
3) 温度;20.0ロC. 湿度 60求
心温度;30.0oC， 湿度 60%
5) 温度 40.0oC， 湿度 60%





十(nπH)2{(L~)2j ー (L~~)2(j+l) 1_ 
[CLXTO¥ 一一-----aO)2証工(fJZ2(j+l)--~ J ¥.IJ.il.TO) 
+{ (L~O)22j叩)22(j+ 1)
+(nπH)2(L~)22jー (L~~)22(j+l) ~ 
(fO)22j一(fo2)2<i+l)
(4-2) 
の解である。式 (4-2) の解(LX~o)J. (j =1，9) 
に対して，有効半径(RTO)jは
























曲線 CORREC. はマイクロメーター・ヘッド目盛り L~m( 11t11t.)対200 Cからの温度変移10 Cに対
する補正量 Jfo (X10Kι!sec.)の関係を示している曲線であるo
31 
表2 50G. C./sec. -band周波数計に対するマイクロメーター・ヘッド目盛り較正値 (4節に述べ
られた手続きによる計算値〉と実測値との対照表
共振姿態 TEo14共振，LX~o = 12.3728n 
50G. C./sec. -band 
周波数計マイクロメーター・ヘッド‘目盛りの読み(qm)50G.c./:田帥and (111) 
規準信号の周波数
湿度 58%担lU 定気E値760 mmHg 湿度約6計0%，気算圧約7値60mmHg 
(G.C./sec.) 
温度 200C 温度 500C [~るム補Tfo正=(M1量0c C/にse貯c.) 基準温脚。c[雲補正寺d.f揮量o(M さC協JEC1J2 L~~(IItI1l) q~o (111) L~~(I1I1Tt) 
44.603 4.951 4.910 0.99 4.949 0.991 
45.891 4.164 4.127 1.08 4.163 1.078 
46.871 3.620 3.583 1.15 3.619 1.147 
47.496 3.292 3.258 1.20 3.293 1.193 
48.584 2.762 2.728 1.28 2.762 1.273 
49.520 2.336 2.302 1.35 2.337 1.344 
50.248 2.024 1.990 1.41 2.025 1.402 
表3 10G. C./sec.-band周波数計に対するマイクロメーター・ヘッド目盛り較正値 (4節に述べ
られた手続きによる計算値)と実測値との対照表
共振姿態 TEol1共振. LX~o =0.1859111111 
10G. C./sec.-band 
周波数計マイクロメーター・ヘッド目盛りの読み(qm )10G.C./:叶 band (111) 
規準信号の周技数 湿度 58測%， 
定気圧 7値62mmHg 湿度約 60計%，気算圧約 7値60mmHg 
(G.C./sec.) 
温度 200C 温度 480C
L~~(IItI1l) q~48 (111) 
8.7405 34.010 33.947 
8.9796 30.765 30.709 
9.3188 27.331 27.291 
9.7235 24.329 24.297 













l d対doすf肱=るF1J正C田に量c.) 基準温度200c |l 基補a&準正Tf@温量=(度1M0かCCにら./Sf声の十tずす)れるL~~Cml1l) 
0.128 34.006 0.127 
0.140 30.763 0.1400 
0.160 27.330 0.1591 
0.184 24.331 0.1837 
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